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A1. 作業環境の把握

A2. 基本的な操作の学習

(1) 練習用モデルの作成

(2) モデルの表示操作

(3) モデルの選択と活性

(4) ドラッグ&ドロップ

(5) コマンド⼊⼒
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1) midas eGenを起動

2) 新規プロジェクトを開く

3) 画面構成を確認

ファイルメニュー リボンメニュー

アイコンメニュー

ツリーメニュー

作業ウィンドウ

メッセージウィンドウ

スナップメニュー

ビューナビゲーション

その他メニュー

ファイルメニュー

モデルデータに関連する機能が項
目別に用意されています。

リボンメニュー

eGenで使われるすべての機能が
項目別に用意されています。

アイコンメニュー

頻繁に使用する機能を、アイコン
化したメニューです。

ツリーメニュー

モデル情報が確認できます。

作業ウィンドウ

モデリングや計算結果の確認がで
きます。

ビューナビゲーション

簡単な視点設定を⾏えます。

メッセージウィンドウ

エラーメッセージや作業手順が表
示されます。
"命令"にコマンドを⼊⼒します。

スナップメニュー

スナップの設定や切替をします。

その他メニュー

ライセンス登録、オンラインマニュア
ル、midas eGen について等。

※背景⾊は変更することができます

プログラムの起動と画面構成の確認

⼊⼒順序

A1. 作業環境の把握
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3

4

(1) 練習用モデルの作成3Dウィザード機能で簡単に
モデルを生成し、基本的な
モデル操作を学習します

[モデリング＞3Dウィザード]
をクリック

1

[⼊⼒]タブ内以下のように⼊⼒

X座標
距離 "5"ｍ
繰り返し "4" ⇒ [追加]

2

Y座標

Z座標

距離 "5"ｍ
繰り返し "2" ⇒ [追加]

高さ "4"ｍ
地上回数 "3" ⇒ [追加/修正]

1

2

[フレーム/スラブ]タブ内
[フレーム生成]をクリック

3

フレームが生成されたことを確認し
て[確認]をクリック

4

A2. 基本的な操作の学習

モデルビューに3Dモデルが生成さ
れたことを確認

5
5
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A2. 基本的な操作の学習

(2) モデルの表示操作

回転
⇒3次元に回転

ホイールボタン上回し ⇒ 拡大(zoom in)

ホイールボタン下回し ⇒ 縮小(zoom out)

ホイールボタンを押しながらマウス移動 ⇒ 移動(pan)

ホイールボタンを押し
ながらマウス移動

1) ビューナビゲーションによる視点の切換え

背面

正面

左側面 右側面

2) 画面の操作

[モデリング＞3Dウィザード]
をクリック

1

移動(pan)2

2

回転3

3

視点を切り替えることによって
効率的に操作を

進めることができます。

1

拡大縮小1
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A2. 基本的な操作の学習

ウィンドウ選択 ウィンドウ(四角)で囲んだ範囲を選
択する

多角形選択 多角形で囲んだ範囲を選択する

交差線選択 直線と交差する部材を選択する

以前選択
(Ctrl+Q) 一つ前の選択状態に戻る

全体選択
(Ctrl+A) 全体を選択する

ウィンドウ選択/解除 選択中の部材から、ウィンドウで囲
んだ範囲の部材を選択解除する

全体選択/解除
(Ctrl+U/Esc) 全ての選択を解除する

選択活性
(F2) 選択した部材のみ表示する

選択非活性
(Ctrl+F2) 選択した部材のみ非表示にする

活性変換 活性と非活性を反転させる

全体活性
(Ctrl+Shift+A) 全体を表示する

前の活性化
(Ctrl+Shift+Q) 一つ前の活性化状態を表示する

(3) モデルの選択と活性

モデルを囲んで選択1

[選択活性]アイコンをクリック2

選択された部材のみが表示(活
性化)される

3

1

2

3

[全体活性]アイコンをクリックして、
再び全体を表示させる

4

4
活性アイコンの説明（ ）内はショートカット

選択アイコンの説明（ ）内はショートカット

左 ⇒ 右へ囲む

囲んだ範囲に完全に含まれる部
材を選択

5

右 ⇒ 左へ囲む

囲んだ範囲に一部が含まれる部
材を選択

6

5

6

部材を選択したり、
必要な部分のみ表示させる

方法を学習します。
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A2. 基本的な操作の学習

(4) ドラッグ＆ドロップ

[ツリーメニュー＞部材＞柱]
⇒ 現在柱の断面IDは77

1

1

2

3Fの柱を選択2

[ツリーメニュー＞部材＞
柱＞44:400×400(3)]を
モデルビューにドラッグ＆ドロップ

3
ドラッグ＆ドロップ
3

ドラッグ＆ドロップで
直感的に部材情報を

変更することができます。

柱の断面サイズが変更されたこと
を確認

4 4

(5) コマンド⼊⼒

1

[モデリング＞
部材生成＞壁＞壁]をクリック

1

2 始点と終点を指定して壁を生成
し、[Space]を押してコマンドを終
了する

3

2

[Space]を押すと[壁生成]コマン
ドが再実⾏される

4

3

再び始点と終点を指定して壁を
生成し、[Space]を押してコマン
ドを終了する

メニューから選択したコマンドの
終了や再実⾏する方法を

学習します。

4
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B. 上部構造の設計
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B0. モデリング操作 共通事項

B1. モデリング
1. 練習モデルの概要
2. 基本情報の設定
3. 主架構の柱壁の配置
4. 外部階段とEVの柱壁の配置
5. 1階梁と床の配置
6. 2階梁と床の配置
7. 部材断面の登録と割当て
8. 層の追加と編集
9. 非構造部材の配置
10.部材符号の割当て
11.部材の寄りとレベルの設定
12.フレームの設定
13.境界条件の設定
14.荷重の設定

B2. 計算/設計条件の設定
1. 計算条件の設定
2. 設計条件の設定
3. 解析条件の設定

B3. 計算の実⾏と結果の確認
1. 計算実⾏と機能説明
2. 解析結果の確認(3D結果)
3. 設計結果の確認(2D結果)
4. 構造計算書の出⼒
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1) CAD図面表示
[情報ツリー＞CAD図面＞CAD図面]でeGenに読み込んだCAD図面を表示します。
チュートリアル上でCAD図面をONにする必要がある場合は と表示します。

[ツリーメニュー＞CAD図面]から、
表示させたい図面を右クリック
[⾒せる/隠す(S)]を選択

右クリック
1

2

CAD 1F ON

2) 部材の選択活性
操作に必要な部材を活性化、非活性化する場合に 、 と表示します。
[Ctrl+Shift+A]または で全体を活性化した後に対象の部材を選択して適用します。

[All Off]をクリック
[柱選択]をクリック
全体を囲んで選択すると柱のみ
選択される
[F2]キーまたは クリックで
2F床のみ活性化

12

1

2

1

2

3

本チュートリアルで繰り返し⾏われ
る共通の操作方法を説明します。

この章を参照しながらチュートリア
ルを進めます。

3

例2) 範囲を選択して2F床部材を選択活性ビューナビゲーション[Front]選択
２F床全体を囲んで選択
[F2]キーまたは クリックで
2F床のみ活性化
非活性化する場合は[Ctrl+F2]
キーまたは、 をクリック

1

2

3

1

2

3

4

ON2F床

4

ON全柱

Off対象

3) スナップ設定
モデリングの際のスナップ基準を設定します。[図面スナップ]

読み込んだCAD図面の線の交
点や端点にスナップします。
[部材スナップ]
モデル部材の交点や端点(節点)
にスナップします。
分割点にもスナップできます
[3Dスナップ]
グローバルZ座標が0以外の点に
スナップできるようになります。

1

2

3

1 2 3

1

2

このチュートリアルでは、[ON]
状態のスナップ設定にマーク
しています。

例1) アイコンを利用して柱のみ選択活性

ON対象

B0. モデリング操作 共通事項
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B0.モデリング操作 共通事項
4) ディスプレイ設定
モデリング中に必要な情報のON/OFFを切り替えることができます。
チュートリアル上でディスプレイの設定が必要な場合は と表示します。

[ビュー＞ディスプレイ
＞ディスプレイ]をクリック
または [Ctrl+E]か
表示させたい情報にチェックオン
下記いずれかを選択する
[適用]
情報を表示させてウィンドウはそのまま

[確認]
情報を表示させてウィンドウを閉じる

[閉じる]
変更を適用しないでウィンドウを閉じる

1

1

2

3

3

5) 初期ビュー
チュートリアル上で初期ビューにする必要がある場合は と表示します。

[ビュー＞ダイナミックビュー
＞初期ビュー]をクリック
表示が起動時の設定に戻される

1 1

2

2

6) 分割ビュー
チュートリアル上で分割ビューにする必要がある場合は と表示します。

1[ビュー＞ビュー設定
＞分割ビュー]をクリック
部材が分割された状態で表示さ
れる

1

2 2

※アイコン選択も可

ディスプレイ

初期ビュー

分割ビュー

2

7) 部材透明度設定
部材を透過させることにより、モデルの状態を把握しやすくします。
このチュートリアルでは、[ON]状態時、透明度設定にマークしています。

1部材を透過状態にする
スラブを透過状態にする

1

2

2

8) コマンドライン
コマンドライン上でオプション選択や数値⼊⼒が必要な場合は説明⽂中に と表示します。コマンド

[断面変更(S)] 選択1

コマンド

2

コマンド

1

2
[断面 ID 設定]︓"150"⼊⼒
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B1. モデリング

1. 練習モデルの概要

４階建てのRC造マンションを
想定しています。

建物情報の設定

eGenでは決まったモデリングの流れは
ありません。ユーザーの好みに合わせて
モデリングをすることができます。

本チュートリアルで推奨しているモデリン
グの流れを以下に示します。

部材の配置

断面・符号の割当て

荷重の⼊⼒

計算条件の設定

通りの登録

[ 本チュートリアルのモデリングの流れ ]

学習の進め方

このチュートリアルでは操作の手順に合わせて、作業途中のモデルファイルを用意しています。
学習したい操作に対応したモデルファイルを開くことで、チュートリアルの途中から学習することができます。

が表示されている章には、該当の章番号のモデルファイルがあります。MODEL

非構造部材の配置
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B1. モデリング2. 基本情報の設定

(1) 建物情報設定

[情報＞モデル制御]内
[RC造]を選択

2

作成するモデルの建物情報を
設定します。

新規ファイルを開く1

1

(2) CAD図面の登録モデリングの下図として利用す
るCAD図面を登録します

1

[情報＞CAD図面＞CAD図面]
をクリック

1

[開く]アイコンをクリックし、
"RCチュートリアル_CAD図.dwg"
を開く

2

7

6

3 CAD図面レイヤーを対応するレイ
ヤーにドラッグ＆ドロップ

[登録]をクリック4

CAD図面名前に"1F"を⼊⼒5

[挿⼊基準点指定＞
ビューから選択]ボタンをクリックし、
1通りとA通りの交点をクリック

[客体選択＞ビューから選択]ボタ
ンをクリックし、図面全体を囲んで
[Space]

6

7

2

3

ドラッグ＆ドロップ

4

5

6 7 8

10
9

[層の配置]で１Fを選択

[OK]をクリック

１Fに図面が登録されたことを確
認して[OK]をクリック

8

9

10

11

[出る]をクリックしてCAD図面編
集ウィンドウを閉じる

11

作業ツリー上にも登録された図面が表示されます。
表示されない場合は、ツリーメニューより表示させてください。

右クリック

Point

2 3

[情報＞モデル制御]内
[ルート3]を選択

3
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B1. モデリング

(1) 柱の配置

[モデリング＞部材生成＞柱]
をクリック

1

[角の2点(E)]をクリック2

1

柱の2点を指定して柱を生成する3

建物本体の柱を配置します

コマンド内のオプションは、直接クリックするか、または対応するアルファベットを⼊⼒すること
で実⾏できます。

直接クリック ⼊⼒

Point

4

3. 主架構の柱壁の配置

3

図面上の柱をすべて生成する4

MODEL CAD 1F ON

コマンド
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B1. モデリング

(2) 壁の配置

3. 主架構の柱壁の配置

[モデリング＞部材生成＞壁＞壁]
をクリック

1

1

RC壁はフレーム内外を問わず、
全て壁部材として配置します

通り心の交点を
"1,A"→"2,A"→
"2,B"→"1,B"→"1,A"
の順にクリックして[Space]

2

2

(3) フレーム外雑壁の配置

[Space]を押して壁コマンドを再
開し、前項と同様に通り心の交点
を順にクリックして、雑壁を配置
最後に[Space]を押して終了

1

(4) 壁開口の生成

1[モデリング＞
部材生成＞壁開口部]
をクリック

1

開口部を生成する壁を選択して
[Space]

2

CAD図を元に開始点をクリックし
て[Space]

3

反対側の点をクリックして開口を
生成

4

[Space]を押して壁開口部コマ
ンドを再開し、②〜④を繰り返し
て合計５つの開口部を生成

5

2

3

4

1
2

34
5
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B1. モデリング

3

2

開口部を下記に変更
幅×高さ︓1800×1100
下段距離︓900

3

開口部を下記に変更
幅×高さ︓1000×1750

※修正する項目をダブルクリックして、
サイズを変更します。“×”は、アル
ファベットの"エックス"を⼊⼒します

2

3. 主架構の柱壁の配置

開口部の番号は、[ビュー＞ディスプレ
イ＞ディスプレイ]をクリックし、[部材]
タブ内[属性＞壁開口部]にチェックを
⼊れることで確認することができます。

Point

(6) 架構のコピー

[モデリング＞編集＞コピー＞
コピー]をクリック

1

壁を選択して[Space]2

3 基準点を指定

4 コピー先の点を指定
コピーが終わったら[Space]で終
了

2

(5) 開口サイズの編集

壁を選択して右クリックし[属性]を
選択 ⇒ ツリーメニューに属性が
表示される

1

1

1

2

3

4 4 4
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B1. モデリング4. 外部階段とEVの柱壁の配置

(1) ダミー柱の配置

[モデリング＞部材生成＞柱]1

1

3

CAD図をスナップして柱を配置3

(2) 雑壁の配置

[モデリング＞部材生成＞壁＞壁]1
1

階段の壁を配置

[Space]でコマンドを終了

2

[Space]でコマンドを再実⾏

EV壁を配置

[Space]でコマンドを終了

3

3

3

3

3

3

2

3

MODEL

外部階段とEVの荷重を伝達
するための柱を配置します

CAD 1F ON

16 midas eGen RC造の設計チュートリアル



B1. モデリング5. 1階梁と床の配置

(1) 1階基礎梁の配置

[モデリング＞部材生成＞梁＞基
礎梁]

1

(2) 1階小梁の配置

軸線の交点をスナップして基礎梁
を生成
[Space]
⇒ コマンド終了及び再開

2

2

[モデリング＞部材生成＞梁＞小
梁]

1

基礎梁と同様に、小梁を生成2

2

1

1

MODEL

1階の梁は基礎梁タイプとして
配置します

eGenでは梁のタイプは“大梁”、“小梁”、“基礎梁”、”⽚持ち梁“の４つあります。
梁のタイプの違いは以下のように計算に反映されます。

Point

断面検定 耐震設計 基礎応力 ヒンジ 部材種別

大梁 〇 〇 〇 〇

小梁 〇

基礎梁 〇 〇 〇 〇 〇

片持ち梁 〇

CAD 1F ON

基礎梁を配置中に、誤って異なる点
を指定した場合には[Ctrl+Z]（アン
ドゥ）を実⾏することで、点を指定す
る前の状態に戻ることができます。

Point

Off全体
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B1. モデリング5. 1階梁と床の配置

2) 建物外部のスラブの配置
軸線の交点で2点間を指定して
スラブを生成する
[Space]を押してコマンド終了

4 4

スラブを選択して[Delete]5

3) 不要なスラブを削除

(3) 1階床の配置

1) 建物内部のスラブの配置(自動生成)
3

[モデリング＞部材生成＞スラブ＞
スラブ]をクリック

1

[自動生成(G)]をクリック2

スラブが生成されたことを確認3

1

5

一般のスラブも⽚持ちスラブも
スラブ部材として配置します

コマンド
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B1. モデリング6. 2階梁と床の配置

(1) 2階梁と床の配置

1

[モデリング＞編集＞
コピー＞層間コピー]をクリック

1

階段部以外の梁・スラブを選択し
て[Space]

2

ターゲット層指定︓"1"を⼊⼒3

4

[Ctrl+Shift+A]でモデル全体を
表示してコピーしたスラブを確認

4

1) 層間コピー

2) 不要な梁を削除
不要な梁を選択して[Delete]5

5

3) 梁タイプを修正

基礎梁を選択6

選択した基礎梁上で右クリックし
[属性]を選択⇒ 
ツリーメニューに属性が表示される

7

[属性＞部材タイプ]を
[RC 基礎梁]⇒[RC 梁]に変更

8

6
7

8

MODEL

ON2F床

コマンド

分割ビュー

CAD 1F ON

1階の床と梁を
2階にコピーします

2

ONBase

5
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B1. モデリング7. 部材断面の登録と割当て

(1) 部材断面の登録

1 [モデリング＞
属性＞部材断面＞柱]をクリック

1

2 [柱]タブを選択し[追加]をクリック

2

3

4 [大梁]タブを選択し[追加]を
クリック

5 断面サイズ
b:"200"
h:"750" を⼊⼒し[適用]

断面サイズ
b:"300"
h:"500" を⼊⼒し[適用]

断面サイズ
b:"300"
h:"550" を⼊⼒し[適用]

断面サイズ
b:"300"
h:"1650" を⼊⼒し[適用]

断面サイズ
b:"300"
h:"1750" を⼊⼒し[適用]

断面サイズ
b:"450"
h:"750" を⼊⼒し[適用]

断面サイズ
b:"450"
h:"1750" を⼊⼒し[確認]

6 [閉じる]でウィンドウを閉じる

6

3

断面サイズ
b:"1"
h:"1" を⼊⼒し[確認]

MODEL

初期設定で登録されていない
断面を登録します

5

4

CAD 1F ON
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B1. モデリング7. 部材断面の登録と割当て

(2) 部材断面の割当て

1 EV部柱を選択

[情報ツリー＞部材＞柱]より
"1×1"をドラッグ&ドロップ

ドラッグ＆ドロップ

2 建物部壁を選択

[情報ツリー＞部材＞壁]より
"150"をドラッグ&ドロップ

1) 柱の断面割当て

2)壁の断面割当て

3)1F 基礎梁の断面割当て
3 [情報ツリー＞部材＞梁]より

"450×1750"を
ドラッグ&ドロップ

4 [情報ツリー＞部材＞梁]より
"300×1750"を
ドラッグ&ドロップ

1

2

3

ONBase

ON全柱

ON全壁

3

44444
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B1. モデリング

4) 1F 小梁の断面割当て

5) 2F 大梁の断面割当て
7 [情報ツリー＞部材＞梁]より

"450×750"を
ドラッグ&ドロップ

6 [情報ツリー＞部材＞梁]より
"300×500"を
ドラッグ&ドロップ

[情報ツリー＞部材＞梁]より
"300×1650"を
ドラッグ&ドロップ

5

8 [情報ツリー＞部材＞梁]より
"300×550"を
ドラッグ&ドロップ

5

6

7

8

7. 部材断面の登録と割当て
ONBase

ON2F床

7

8 8 8 8
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B1. モデリング

7) 2F 小梁の断面割当て

8) 2F 小梁の断面割当て

9) スラブ断面の割当て

[情報ツリー＞部材＞壁]より
"300×500"を
ドラッグ&ドロップ

9

[情報ツリー＞部材＞梁]より
"200×750"を
ドラッグ&ドロップ

10

[情報ツリー＞部材＞スラブ]
"150"を
ドラッグ&ドロップ

11

10

9

11

7. 部材断面の登録と割当て

ON全床
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B1. モデリング8. 層の追加と編集

(1) 層別情報の編集1階の層をコピーして
4階の建物にします

[情報＞プロジェクト情報＞層別
情報]をクリック

1

1Fの階高に"3000"を⼊⼒2

1

層追加削除を編集

[部材]にチェック

[属性]にチェック

[階数]に”3”を⼊⼒

[階高]に“3000”を⼊⼒

3

3
4

[追加]をクリック4
2

5

[確認]をクリック5

6

4階建ての建物が生成されたこと
を確認

6

MODEL

本チュートリアルでは、事前に作成し
た1層を[層別情報]で上層に複製追
加しましたが、事前に層情報で4層を
設定してから、各層に部材を配置して
いくこともできます。

Point
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B1. モデリング9. 非構造部材の配置

(1) パラペットの配置パラペット部材でパラペットと
RC手すり壁を配置します

[モデリング＞壁＞パラペット]をク
リック

1

高さに"500"を⼊⼒2

[断面変更(S)]選択3

RFのスラブのコーナーを順番にク
リックしてパラペットを配置

[Space]でコマンドを終了

5

[Space] でパラペット生成コマン
ドを再開

高さに”1100”を⼊⼒

5

1

2

5

(2) RC手すり壁の配置

1) RC手すり壁の生成

右図の位置にRC手すり壁を配置6

6

[モデリング＞編集＞コピー＞層間
コピー]をクリック

7

2) RC手すり壁の層間コピー

RC手すり壁を選択して[Space]8

8

7

“2,3,4”を⼊⼒して[Space]9

MODEL

コマンド

[断面 ID 設定]︓“150”⼊⼒し
て[Space]

4
コマンド

5
Off全体

コマンド

CAD 1F ON

パラペットは荷重とRC梁への剛性割
増しに考慮されます。

Point
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B1. モデリング10. 部材符号の割当て

(1) 部材符号の割当て

1 [モデリング＞グループ指定＞グ
ループ指定＞グループ生成]

部材タイプ別に
符号を割り当てていきます

1) 柱符号の割当て

1

2 グループ名指定︓”c1”を⼊⼒し
て[Space]

3 右図の分類に合わせて
全層の柱を選択し[Space]

C1C2 C2

C*

34 4

5

4 [Space]でコマンドを再開し、
同様に”c2”を割当て

5 同様に”c*”を割当て
※ダミー部材

登録されたグループはグルーピングツ
リーにリスト化されます。

柱と大梁、⽚持ち梁は階ごとに自動
で分類されます。

登録されたグループはダブルクリックで
選択したり、ドラッグ＆ドロップでモデ
ルに割り当てることができます。

グループ名称はグルーピングツリー上
で編集することができます。

Point

2) 壁符号の割当て

6 柱と同様に、右図の分類に合わ
せて全層の壁の符号を割当て

W20

6

W15

W15

EW15

3) スラブ符号の割当て

CS1

7 CS2

S2

S1

S1

MODEL

コマンド

コマンド

CAD 1F ON

ON全柱

ON全壁

7 柱と同様に、右図の分類に合わ
せて全層の床の符号を割当て

ON全床
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B1. モデリング10. 部材符号の割当て

4) 梁符号の割当て

7 柱と同様に、右図の分類に合わ
せて一般階梁の符号を割当て

一般階梁

G1

G1

B1

B2

G101

B101

1階梁

7

7

FG1

FB1

FB2FG1

FG2

FG101

FB101

FG102

FB102

8

8

8 柱と同様に、右図の分類に合わ
せて1階梁の符号を割当て

ON指定範囲

指定範囲

指定範囲

ON指定範囲

FG102
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B1. モデリング11. 部材の寄りとレベルの設定

(1) 部材の寄り偏心移動により
部材の寄りを考慮します

[モデリング＞編集＞移動＞偏心
移動]をクリック

1

1

右図の大梁と基礎梁を選択して
[Space]

2

2

基準点指定︓モデルビュー上の
任意の位置をクリック

3

距離⼊⼒︓”-75,0”を⼊⼒して
[Space]

4

[Space]を押してコマンドを再開し、
上記と同じ手順で偏心移動

5
-75,0 75,0

-150,0

5

6

150,07

6 7

偏心移動の正負方向は部材座標
軸方向に対応します。
部材座標軸は[ディスプレイ]アイコン
から"部材＞属性"で“部材ローカル
軸”にチェックを⼊れるとビュー上に表
示することができます。

Point

(2) 部材のレベル

[モデリング＞編集＞移動＞レベ
ル移動]をクリック

1

1

右図のスラブを選択して[Space]2

垂直方向移動距離︓”-100”を
⼊⼒して[Space]

4

部材の寄りの⼊⼒状況

スラブレベルの⼊⼒状況

MODEL

[ディスプレイ]アイコン︓

コマンド

2
コマンド

CAD 1F ON

指定範囲

ON指定範囲

ON指定範囲

指定範囲

部材のレベルの⼊⼒状況
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B1. モデリング12. フレームの設定

フレームの設定フレーム（軸・通り）を
設定します

[モデリング＞グループ指定＞
フレーム指定＞フレーム生成]
をクリック

2 [Space]を押して、フレームを自
動生成

1

2

1

3 [グルーピング＞フレーム]内の軸を
ダブルクリックして、フレームに部材
が登録されたことを確認

3

フレームを直接指定する場合には③の操
作で(C)を⼊⼒します。

フレームを指定する順番により、寸法線
を表示する方向が変わります。

フレームの設定は、計算結果に影響を
与えませんが、計算書にモデル図を出⼒
するための必須の設定項目となります。

Point

4

4 モデルビューの通り心記号をクリッ
クして、フレームに所属する部材を
選択

3
4

MODEL CAD 1F ON

ON全体
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B1. モデリング13. 境界条件の設定

外部階段とEVの壁を
建物と連結します

1 [節点]タブ “節点”を表示させる

2

2 [モデリング＞境界条件＞フレーム
連結条件]の▼を選択し、[弾
性]をクリック

3 [境界条件]ダイアログの
"弾性連結タイプ"に以下を⼊⼒

KDx︓1e9                 
KDy︓1e9                 
KRz︓1e9

3

3

4

4

5

5

6

6

4 独⽴壁の節点を選択して、
[追加/修正]をクリック

4

7

7

5 ⑤〜⑦の節点に対しても同様に
弾性連結を設定

8

2F

3F

4F

8

8

8 2F〜3Fの独⽴壁に対しても同
様に弾性連結を設定

弾性連結をビュー上で１つずつ設定
せずに、エクセルでデータを作成して
テーブルにコピーすることも可能です。

Point

9 [閉じる]をクリック

9

(1) 独⽴壁の連結（剛床の直接指定）

MODEL

eGenでは、スラブやデッキスラブが
連続する領域には自動で剛床が
設定されます。

スラブが配置されない領域には剛
床が設定されません。

本モデルでは、建物と一体に挙動
する外部階段とEVにスラブを配置
しないため、弾性連結で平面変位
を連結し剛床として挙動するように
設定します。

1Fには支持条件があるため、弾性
連結は不要です。

Point

ディスプレイ
1

CAD 1F ON

ON指定範囲

指定範囲
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B1. モデリング13. 境界条件の設定

外部階段とEVの支持条件を
直接指定します

1

1 [モデリング＞支持条件]をクリック

2 [鉛直部材(下部)]をチェック

(2) 支持条件の直接指定

3 [自由端]をクリック

9

計算実⾏前の支持条件

8

1) 最下層の柱脚の支点の解除

3

2
4 右図の柱を選択して[追加/修

正]をクリック

4

4

2) 基礎梁端に支点を追加
5 [節点]をチェック

6 [ヒンジ]をクリック

7 右図の節点を選択して[追加/修
正]をクリック

5

6

7

7

8 [閉じる]をクリック

計算実⾏後の支持条件

支持条件の設定は[解析/設計]で最
下層の柱脚に自動でピン支持となるよ
うに設定されています。
設定を解除してユーザーが全て直接
指定することもできます。

Point

初期ビュー

指定範囲

ON指定範囲
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B1. モデリング14. 荷重の設定

建物全体で適用される
荷重の標準値を編集します

1

1 [情報＞プロジェクト情報＞材料/
荷重]をクリック

2 [RC＞記号表示]をチェック

(1) 荷重の標準設定の編集

3 [荷重情報編集]をクリック

9 [確認]をクリック

4 [床/天井>積載荷重＞追加]を
クリック

5 符号“L11”に以下を⼊⼒

・名称︓屋上

・床︓1.00 kN/m2

・梁/柱/基礎︓0.60 kN/m2

・地震⼒︓0.40 kN/m2

6 [DB更新]をクリック

7 [閉じる]をクリック

8 4Fの積載荷重に"L11"を選択

2 3

4

5

6

8

9

7

MODEL CAD 1F ON
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B1. モデリング14. 荷重の設定

1) 外部階段の荷重の⼊⼒

2

2 [荷重＞荷重詳細制御＞点荷
重]をクリック

2) EVの荷重の⼊⼒

3 荷重ケースDLに以下を⼊⼒

FZ︓-24 kN

4 右図の節点を選択して[追加]を
クリック

4

4

3

6

5

5 荷重ケースDLに以下を⼊⼒

FZ︓-4 kN

6 右図の節点を選択して[追加]を
クリック

6

7

7 [閉じる]をクリック

(2) 荷重の直接⼊⼒外部階段とEVの荷重を
直接⼊⼒します

1 [節点]タブ “節点”を表示させる
ディスプレイ

指定範囲
ON指定範囲ON全体 ➤

指定範囲
ON指定範囲ON全体 ➤
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全体制御メニュー

建物全体に適用する、剛性や荷重、
応⼒の計算条件に関する設定

1

3

4

[計算条件＞計算詳細制御＞フ
レーム剛性増減係数]

増減係数のAに”1e5”を⼊⼒

B2. 計算/設計条件の設定

1. 計算条件の設定

1) 計算条件メニューの構成

1

詳細制御メニュー

部材個別に適用する、剛性や荷重、
応⼒の計算条件に関する設定

2

全体制御 2 詳細制御

2) 計算条件の直接指定

3

4
6

6 右図の柱を選択して、[追加/修
正]をクリック

6

応⼒計算条件

この設定はダミー柱が⽔平⼒を負担
せずに、軸⼒のみ負担するような設
定となります。

Point

7 [閉じる]をクリック

7

外部階段とEVのダミー柱の
軸剛性を割り増します

5 [節点]タブ “節点”を表示させる
ディスプレイ

MODEL CAD 1F ON

指定範囲

ON指定範囲ON全体 ➤
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B2. 計算/設計条件の設定2. 設計条件の設定

2. 設計条件の設定

1) 設計条件メニューの構成

1 全体制御 2 詳細制御 3 鉄筋情報 4 断面情報

全体制御メニュー

建物全体に適用する、断面検定や
部材耐⼒の計算条件の設定

1

詳細制御メニュー

部材個別に適用する、設計条件の
直接指定

2

鉄筋情報メニュー

鉄筋径と使用材料の設定や、自動
配筋条件の設定

3

断面情報メニュー

符号別の断面サイズや配筋情報の
設定

4

2) 設計条件の直接指定

5 [設計条件＞設計詳細制御＞
共通＞単一部材指定]

1次設計計算条件

6 指定タイプと選択範囲に[手動]を
選択

7 右図の基礎梁を選択して[追加]
をクリック

8 上記と同様

9 上記と同様

10

10 [閉じる]をクリック 7 8

5

6

6
9

ONBase

MODEL CAD 1F ON
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B2. 計算/設計条件の設定

荷重増分

保有⽔平耐⼒計算における、静的
増分解析の制御方法を設定

1

1

3. 解析条件の設定

3. 解析条件の設定

32

Ds算定/保有⽔平耐⼒

Ds算定および保有⽔平耐⼒の計
算条件を設定

2

ヒンジ定義/ヒンジテーブル

保有⽔平耐⼒計算における部材耐
⼒の直接指定

3

4

解析/設計

境界条件の自動処理条件や部材
ごとの設計実⾏可否を設定

4

荷重増分

解析及び設計条件
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B3. 計算の実⾏と結果の確認

1. 計算実⾏と機能説明

1) 計算実⾏

1

2

モードの種類

[解析/設計
解析＞一括解析実⾏]をクリック

1

[解析オプションにチェックを⼊れ
[実⾏]する

2

eGenでは、計算実⾏の前後を２つのモードで表します。

プリプロセスモード

ポストプロセスモード

計算実⾏前の状態。
モデルの編集や設計条件の設定を⾏います。
モデルを編集すると、計算した結果は削除されます。

計算実⾏後の状態。
結果の確認や計算書を出⼒します。
計算を実⾏すると、自動的にポストプロセルモードに移⾏します。

自動配筋を実⾏すると、[設計条件＞断面検定
⼊⼒情報＞RC]でRebarにチェックがない部材
は、配筋が自動計算され更新されます。

Point

Point

MODEL
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B3. 計算の実行と結果の確認

1 2

[結果＞線形解析結果]

・システム結果
・層別結果
・部材別結果
・グラフ
・テーブル

1

[結果＞保有⽔平耐⼒算定時]

・システム結果
・部材別結果
・グラフ
・テーブル

2

[線形解析結果＞システム結果＞変位]

解析結果を中心に
３次元で確認できます

2. 解析結果の確認(3D結果)

[線形解析結果＞部材別結果＞フレーム部材⼒]

[結果＞保有⽔平耐⼒算定時＞グラフ＞層別Q-δ曲線]

[結果＞保有⽔平耐⼒算定時＞テーブル＞ヒンジ]

[解析/設計＞詳細制御＞荷重増
分]メニューで、“全ステップ結果出⼒”
にチェックをすると、増分解析の全ての
ステップの結果を確認することができま
す。

Point
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B3. 計算の実行と結果の確認

1
[2D結果]タブ1

結果が必要な要素を
ダブルクリック

2

設計に関する項目を中心に
2次元で結果を確認できます 3

平面/⽴面の切替えおよび、
架構の選択

3

3. 設計結果の確認(2D結果)

[1次設計＞断面算定＞設計応⼒]

[1次設計＞断面算定＞検定比]

[2次設計＞ヒンジ]

計算書を出⼒することなく、設計に関
する結果を素早く確認することができ
ます。基礎の設計結果も一緒に確
認することができます。

Point

ダブルクリック
2
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B3. 計算の実行と結果の確認

構造計算書出⼒のための
設定を⾏います

1

[結果＞構造設計結果＞
構造計算書]をクリック

1

2
出⼒タイプの構造計算書をチェック2

3

出⼒項目の設定3

[設定]

出⼒フォントやレイアウトなどの設
定を⾏う

4

4. 構造計算書の出⼒

[設定] 計算書のフォントや用紙サイズ、出⼒方法の指定

[設定＞軸組図レイアウト設定] 用紙に対する図の配置方向や分割を指定

[設定＞出⼒項目詳細設定] 出⼒する計算書の章を指定

4
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C. 基礎構造の設計

・・・・・・・・・・・・・ 42

・・・・・・・・・・・・ 42

・・・・・ 44

・・・・・ 45

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 46

・・・・・・・・・・ 46

・・・・・ 47

・・・・・・・・・・・ 47

C1. モデリング

1. 地盤情報の⼊⼒

2. 基礎の登録と配置

3. 符号の割当てと配筋の⼊⼒

C2. 計算条件の設定

1. 設計条件と解析条件の設定

C3. 計算の実⾏と結果の確認

1. 計算実⾏

2. 設計検討(中間変数)

3. 設計結果の確認(2D結果)

4. 構造計算書の出⼒
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1. 地盤情報の確認

C1. モデリング

(1) 場所打ち杭を登録

2. 基礎の登録と配置

[基礎＞断面/地盤/鉄筋情報
＞基礎情報＞杭情報]
をクリック

1

2 デフォルトで登録されている
[ID︓1]の杭データを選択し、
[修正]をクリック

3 以下の杭情報を⼊⼒

名称︓D1000              
上杭︓深さ︓2.5m, 径︓1m   
中杭︓深さ︓5.0m, 径︓1m
下杭︓深さ︓15m , 径︓1m

4 [確認]をクリック

[ビュー＞モデル活性＞地盤活性]で
モデルビュー上に地盤情報を表示さ
せることができます。

Point

"基礎予備設計"※オプションを利用する
ことで、自動で基礎のサイズや配筋を
探索することができます。

Point

1

1

モデルファイル
"C1.jmeb"を開く

2 [基礎＞断面/地盤/鉄筋情報
＞地盤情報]で、あらかじめ⼊⼒
されている地盤情報を確認します。

1

2

5

3

3

4

5 [閉じる]をクリック

MODEL CAD 1F ON
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C1. モデリング

(2) 杭フーチングを登録

2 デフォルトで登録されている
[ID︓1]の基礎データを選択し、
[修正]をクリック

3 以下の杭情報を⼊⼒

名称︓1500*1500           
Lx︓1.5m                         
Ly︓1.5m                          
H ︓1.5m                          
h1︓1.9m                        
h2︓1.0m                        
h3︓0.1m

4 [確認]をクリック

2

1

1 [基礎＞断面/地盤/鉄筋情報
＞杭基礎]をクリック

5 [閉じる]をクリック

2. 基礎の登録と配置

5

3

4

(3) 杭の配置

1

1 [基礎＞基礎モデリング
＞杭基礎]をクリック

2

2 [地盤情報]で[地盤データ1]を
選択

3

3 杭を配置する節点を選択し、
[Space]

4
4 杭基礎が配置されたことを確認

ONBase
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C1. モデリング

(1) 杭基礎を登録

3. 符号の割当てと配筋の⼊⼒

[自動生成(G)]をクリックし、杭基
礎のフーチングと杭をグルーピング
する

2

1

[モデリング＞グループ指定＞
グループ指定＞グループ生成]
をクリック

1

2

1

[基礎＞断面/地盤/鉄筋情報
＞断面検定⼊⼒情報
＞フーチング⼊⼒情報]をクリック

1

[杭基礎]タブ
PF1 ~ PF12に情報を⼊⼒

2

方向
X Y dT

(mm)
dB
(mm)本数 径 本数 径

上 8 D25 8 D25 70 70

下 8 D25 8 D25 70 70

4

[確認]をクリック3

5

[現場打ち杭]タブ
P1 ~ P12に情報を⼊⼒

5

材料 本数 帯筋 かぶり
厚さ
(mm)

α
径 本数 径 間隔

(mm)

上 D25 14 D13 150 100 1.5

下 D25 14 D13 150 100 1.5

下 D25 7 D13 300 100 1.5

4

2

3

[基礎＞断面/地盤/鉄筋情報
＞断面検定⼊⼒情報
＞杭⼊⼒情報]をクリック

[確認]をクリック6

6

(2) 配筋の⼊⼒

MODEL CAD 1F ON
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C2. 計算条件の設定

[基礎＞設計/解析設定
＞設計設定]をクリック

1
1

2

3

4

[直接基礎]

直接基礎の支持⼒の計算方法
を設定

2

[杭]

杭の支持⼒の計算方法を設定

3

[付加応⼒考慮方法]

基礎の偏心曲げや杭頭曲げ戻し
応⼒の処理方法を指定

4

1. 設計条件と解析条件の設定

6

7

8

[解析設定]タブをクリック5

[⽔平⼒算定]

杭の設計用⽔平荷重を設定

6

[p-y解析制御]

杭の⽔平荷重による応⼒解析方
法を設定

7

[液状化]

液状化の検討方法を設定

8

5

9

[確認]をクリック9
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C3. 計算の実⾏と結果の確認

1[解析/設計
解析＞一括解析実⾏]をクリック

[解析オプションにチェックを⼊れ
[実⾏]する

1

2

2

1. 計算実⾏

2. 設計検討(中間変数)

1

[基礎＞中間変数＞設計検討]
をクリック

1

自動配筋を実⾏すると、[基礎＞断面検定⼊⼒
情報]でRebarにチェックがない部材は、配筋が
自動計算され更新されます。

Point

中間変数テーブルでは、支持
⼒計算過程の確認や各数値
の直接⼊⼒が出来ます。

Point

基礎の曲げ戻し応⼒を基礎梁
の断面検定に考慮するために
は、基礎と上部構造の断面検
定を同時に実⾏する必要があ
ります。

Point

MODEL
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C3. 計算の実行と結果の確認

ダブルクリック

1

[2D結果]タブ1

2

結果が必要な要素を
ダブルクリック

2

設計に関する項目を中心に
2次元で結果を確認できます 3

平面/⽴面の切替えおよび、
軸を選択

3

3. 設計結果の確認(2D結果)

4. 構造計算書の出⼒

構造計算書出⼒のための
設定を⾏います

1

[結果＞構造設計結果＞
構造計算書]をクリック

1

2

[基礎構造計算書]を選択2

[計算書出⼒]をクリック3

3
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D. 図面の自動生成

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 49

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 50

・・・・・・・・・・・・ 51

・・・・・・・・・・・ 53

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 54

・・・・・・・・・・・・ 57

1. Drawing実⾏

2. 図面の生成

3. レイアウトと⽂字の調整

4. 生成図面をCADに配置

5.図面の更新

6. Drawingの基本操作
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1. Drawing実⾏

[情報>ナビゲーション＞
Drawing実⾏]をクリック

2

1
eGenでモデルファイルを開く
“D-1.jmeb"

1

2

モデルを読み込んだ状態で
midas Drawingが起動する

3 3

図面編集に
関わるメニュー

ツリーメニュー

作業ウィンドウ

コマンドライン

図面生成に
関わるメニュー
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2. 図面の生成

[図面生成(G)>伏図を生成]
をクリック

1

1階伏図の図面枠に
"sample_A3-1"を選択

2

[OK]をクリック4

配列間隔を指定
[Space]をクリック

<A3>A3用紙間隔で配置されま
す。画面上で任意に間隔を指定す
るか、オプションの中から配置間隔
を選択することもできます。

6

[ウィンドウ＞自動生成図面]の
図面のリストをダブルクリック

該当図面がズームされます。

7

同様の手順で、軸組図、部材リ
ストを生成

図面の挿⼊基点は、図面が重な
らない位置を指定します。

8

軸組図以外に、各通りの切断面図や
任意位置の切断面図が生成できます。

Point

2

3

5

"図面枠"をクリック

全ての階に"sample_A3-1"が
適用されます。

3

4

挿⼊基点を指定
[Space]をクリック

原点<0,0>が指定されます。マ
ウスで画面上の任意の位置を指
定することもできます。

5

7

1

8

6

図面配間隔

挿⼊基点

部材リスト

軸組図

伏図

8

図面枠は業務でお使いの図面
枠を登録することができます。

Point
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3. レイアウトと⽂字の調整

ホイールボタンをダブルクリック

図面全体が画面にフィットします。

1

コマンドラインに移動コマンド“m”
を⼊⼒して [Space]

2

オブジェクトを選択︓

右図のように画面左下から図面タ
イトルを囲んで[Space]

3

[変位(D)]をクリック4

(1) レイアウト調整 ※図面タイトル、凡例、図面枠の移動

1

変位指定︓“16000,2500”
を⼊⼒して[Space]

5

3

図面枠に収まるように
図面のレイアウトを調整します

1) 図面タイトルの移動

6

2) 凡例の移動

レイアウト調整前 レイアウト調整後

凡例と図面枠が移動されました。9

7

凡例の移動︓

上記の②~⑤と同様の手順で凡
例を移動します。

オブジェクトを選択︓
右図のように全ての階の凡例を
左上から囲んで[Space]

変位指定︓“-500,-2000”

7

3) 図面枠の移動
図面枠の移動︓

上記の②~⑤と同様の手順で凡
例を移動します。

オブジェクトを選択︓
右図のように画面右下から、図面
シートのみを交差させて選択

変位指定︓“0,1500”

8

レイアウト調整前 レイアウト調整後

図面タイトルが移動されました。6

8

9
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3. レイアウトと⽂字の調整

(2) ⽂字の調整

1

5

4

6

ホイールボタンをダブルクリック
図面全体が画面にフィットします。

4

[ツリーメニュー＞プロパティ＞部材
グループ＞表示の有無]で“表示
しない”を選択

6

外部階段とEV部分を拡大して、
ダミー柱の符号“C＊”を選択

1

全ての階の“C＊”を選択5

画面左上の[選択した図面レイ
ヤー以外をオフ]をクリック

2

画面左上の[すべての図面レイ
ヤーオン]をクリック

7

Point

"図面生成＞⽂字の重なりを解消
"メニューで指定した領域内にある
⽂字の重なりを自動で解消するこ
ともできます。

図面に不要な⽂字を
表示しないように設定します

現在図面レイヤーにも適用しますか︖

[いいえ(N)]をクリック

3

3
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4. 生成図面をCADに配置

[ウィンドウ>CAD図面]を
ダブルクリックし、[CADモード]に
切り替え

1

生成図面を選択してCAD画面に
ドラッグ＆ドロップ

2

挿⼊基点を指定
[Space]を押して原点を指定

3

[ウィンドウ＞CAD図面]の
図面のリストをダブルクリックすると、
該当図面がズームされることを確認

4

Point

[自動更新の注意点]

自動生成された伏図と軸組図はブ
ロック化され編集することができません。

“EXPLODE”コマンドでブロックを分
解すれば編集が可能となります。

ただし、一度ブロックを分解された伏
図と軸組図はeGenのモデル変更を
自動更新することはできません。

[便利なCAD機能]

CADモードでは、一般的なCAD機
能の他に便利な機能があります。

ダイレクトドロー
Shiftキーを押しながらオブジェクトを
選択するだけで、同じオブジェクトが
すぐに描けます。

自動縮尺
異なる縮尺領域にオブジェクトを配
置するだけで、自動で縮尺が変更さ
れます。

CADモードでは、１つ
の図面枠に複数の異
なる図面を配置する
ことができます。

ドラッグ＆ドロップ

1

2

3

4

自動生成した図面を
CADモードで完成させます

Point

CADモードで、階段
などのeGenモデルに
ない情報を追記して
図面を完成させます。
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5. 図面の更新

eGenモデルの変更を
完成した図面に反映させます

(1) 変更後の図面を読込み

Drawingでプロジェクトファイルを
開く"RCチュートリアル.mdwg"

既に"RCチュートリアル_01"のモ
デルから伏図を生成・配置した状
態です。

1

1

RCチュートリアル_01.jmeb

変更前 変更後

RCチュートリアル_02.jmeb

外部廊下の範囲が変更されたこと
を想定しています。

2

3

[図面生成＞eGenファイルを開
く]をクリック

2

[Open]をクリックし"RCチュートリ
アル_02.jmeb"を開く

3

[OK]をクリック4

4

Point

eGenファイルの管理方法

Drawingで図面を更新できるのは、
同一のeGenファイルから派生したモデ
ルファイルのみとなります。別々に作成
されたeGenファイルに更新を適用する
ことはできません。

図面の更新のために、変更された
eGenのモデルを新たに読み込む際は、
eGenのファイルを別名で保存する必
要があります。

例えば、設計のフェーズに合わせて以
下のようにファイル名を管理します。

-PJ-05_181009概算⾒積.jmeb
-PJ-05_181123審査提出.jmeb
-PJ-05_181229審査終了.jmeb
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D. 図面の自動生成

2

1

[図面生成＞伏図を生成]をクリッ
ク

2

(2) 変更前の図面をテンプレートとして指定

既に作成した図面を
テンプレートとして指定します

[ウィンドウ>自動生成図面]の図
面を全て選択し、右クリックで[テ
ンプレートと指定]をクリック

1

3

[OK]をクリック3

配列間隔を指定︓
[Space]をクリック

5

挿⼊基点を指定︓
既に生成された図面の左上の角
をクリック

4

4

変更後の図面が生成されたことを
確認

外部廊下が変更されています。

6

(3) 変更後の伏図を生成

Point

以前に作成した図面のレイアウトや
⽂字の調整等を変更図面に引き継
ぐためには、既存の図面をテンプレー
トとして指定する必要があります。

5. 図面の更新

6

Point

図面の縮尺や図面枠は以前生成し
た図面と同じ設定を用います。

設定を変更すると、以前調整したレ
イアウト情報などが正しく引き継がれ
ません。その場合は、再度レイアウト
等を調整する必要があります。
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D. 図面の自動生成

[ウィンドウ>CAD図面]を
ダブルクリックし、[CADモード]に
切り替え

1

[cDrawing1]タブを選択2

1

2

[図面更新＞自動生成図面の
更新]をクリック

3

オブジェクトを選択︓
図のように画面右側から、各階の
伏図と交差するように変更前の図
面を選択して[Space]

4

3

4

時間間隔設定(秒)︓
“0.2”を⼊⼒

5

[OK]をクリック6

凡例やタイトルのレイアウト調整
位置は保持され、モデルの変更
箇所だけが更新されたことを確認

7

変更

凡例

タイトル

(4) 図面の更新

5

6

7

変更したeGen情報を既に
作成した図面に反映します

5. 図面の更新
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6. Drawingの基本操作

(1) 画面の操作

ホイールボタン上回し
⇒ 拡大(zoom in)

ホイールボタン下回し
⇒ 縮小(zoom out)

ホイールボタンを押しながら
マウス移動 ⇒ 移動(pan)

1

ズーム(拡大・縮小)1

パン(画面移動)2

2
オブジェクト全体の範囲を表示3

ダブルクリック
3

オブジェクト範囲の表示

左 ⇒ 右へ囲む

囲んだ範囲に完全に含まれるオブ
ジェクトを選択

4

右 ⇒ 左へ囲む

囲んだ範囲に完全に含まれるオブ
ジェクトと一部が含まれるオブジェ
クトを選択

5

1

1

生成図面の詳細な設定は、
[構造図面生成マネージャー]
で⾏う

(2) 図面の生成

Point

生成マネージャーのレイアウト設定
で、部材リストの生成サイズの微調
整が⾏えます。用紙1枚に部材リス
トを収めたいときに便利に活用でき
ます。

Drawingの基本操作を
学習します

Point
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D. 図面の自動生成

(3). 印刷と書き出し

1) 図面の印刷
[ファイル＞印刷(P)]をクリック1

1[midas File Printer]を選択
(PDFに複数の図面を連続出⼒)

2

[midas Drawing.ctb]を選択
(自分のスタイルをカスタマイズ可能)

3

[用紙にフィット]をチェックオフ
(正確な縮尺で出⼒)

4

[連続出⼒]を選択
(図面枠を事前に登録する)

5

2

3

4

5

[図面枠を指定]をクリックして
[図面枠印刷管理]を開く

6

6

[全体選択]をクリックして[OK]7

8

[OK]をクリックして、PDFファイル
の保存先を選択

8

7

Point

異なる図面用紙や、縮尺の図面を
リストから選択するだけで、一気に
印刷をすることができます。

Point

線の⾊別に印刷する線の太さなどを
設定できます。
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D. 図面の自動生成
2) 書き出し

[ファイル＞書き出し(E)]を選択
することで、dwgまたはdxf形式で
書き出すことが可能

1

3) プロジェクトの保存
[ファイル＞
名前を付けて保存(A)]
を選択することで、CAD情報だけ
でなく、eGenの3Dモデル情報も
保存することが可能

2

3

midas Drawingの拡張子は
"mdwg"

3

1
dwg・dxf
dwg
dwg

2
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